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　「セルフスティグマ」                       	
                                      　　　　　特定非営利活動法人 栃木DARC 

代表理事　栗坪千明 

栃木DARC News Letter

 　毎日暑い日が続き、熱中症対策など大変
なこの季節、いかがお過ごしでしょうか。 
依存症当事者同士によるセルフスティグ
マ（自己スティグマ）とは、社会の偏見や
差別的な見方を当事者自身が内面化し、自
分や他の当事者に対して否定的な評価を向
けてしまう現象です。これは回復の妨げと
なるだけでなく、当事者同士の支え合いに
も影響を及ぼします。 
例えば、回復の場においても、「あの人
は本気で回復する気がない」「薬物依存の
人よりアルコール依存の方がましだ」「刑
務所に入った人とは関わりたくない」「自
分は他の依存症者とは違う」といった言葉
が聞かれることがあります。 
これらは一見すると他者への評価のよう
に見えますが、その背景には「依存症者は
価値が低い存在である」という社会の偏見
を自ら受け入れてしまったセルフスティグ
マが存在しています。その結果、自分自身
も「自分には価値がない」「どうせ理解さ
れない」「回復しても過去は消えない」と
感じやすくなります。 
また、セルフスティグマは仲間との比較
を生み、「自分はまだまし」「あの人ほど
ではない」と序列化することで、一時的に
自尊心を保とうとすることがあります。し
かし、このような比較は回復共同体に分断
を生み、安心して弱さを語れる環境を損な
う可能性があります。 
なぜセルフスティグマは生まれるので
しょうか。要因は５つ考えられると思いま
す。１、社会の偏見を内面化し、社会の偏
見を他の当事者にも当てはめてしまう。
２、自分を守ろうとするあまり自分より
「下」と思える人を見つけることで「自分

の方がマシ」と安心しようとします。３、
完璧主義「クリーンでなければ価値がな
い」という考えに凝り固まり、再発した仲
間に対して厳しい見方をします。４、多く
の共同体は仲間が支え合う温かい場です
が、一方で経験年数やクリーンタイムが重
視されすぎると無意識のうちに上下関係や
優劣が生まれることがあります。５、自分
は依存症ではないと思いたいために「あの
人ほどではないと」と距離を置くことで、
自分の依存症を否認しようとすることがあ
ります。 
依存症からの回復には、「自分も他者も
同じように尊重される存在である」という
認識が重要です。回復共同体では、問題の
大きさや依存対象の違いではなく、「同じ
病気と向き合う仲間」という視点を共有す
ることが求められます。仲間の経験を尊重
し、互いを支え合う姿勢は、セルフスティ
グマを和らげ、自分自身を受け入れる力に
もつながります。 
所属感を得るための共同体感覚の視点か
ら見ると、他者との優劣ではなく、「自分
は共同体の一員であり、他者もまた仲間で
ある」と感じられることが、セルフスティ
グマの軽減につながります。自分を責める
のではなく、自分にも仲間にも思いやりを
向けることが、回復を持続させる重要な要
素といえるでしょう。 

 Remission
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栃木DARCの事業 
栃木DARCの事業の多く
は、委託または助成を受
けた形が多く、一般社会
に向けての特定非営利事
業と施設事業を行なって
います。 
特定非営利事業は、一次
予防としての乱用防止、
二次予防の再乱用防止を
多く含み、施設事業は、
三次予防以降となる依存
症からの回復のための場
所とプログラムの提供を
行なっています。依存症
本人が誰かに薬物を勧め
ることで薬物問題が広が
るリスクを考えると、こ
れも乱用防止の一環であ
ると言えるでしょう。
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　暑い日が続いておりますが、皆様いか
がお過ごしでしょうか。 
  先日、毎年恒例となっている栃木DARC
主催のフットサル大会が、日環アリーナ
栃木で開催されました。 

この大会には、県内外からたくさんの
DARCや回復施設の仲間たちが集まりま
す。普段はそれぞれの施設で生活し、プ
ログラムやミーティングに参加している
仲間たちですが、この日はみんなユニ
フォーム姿。久しぶりに会う仲間同士で
声を掛け合ったり、笑いながら話をして
いたり、朝からとても賑やかな一日とな
ました。 
毎年参加していただく皆様のおかげで、
この大会もスポーツを通じて交流する大
切な行事の一つとなっています。 
  
そして試合が始まると雰囲気も変わりま
す。親善大会ではありますが、いざ試合
となれば、やっぱりみんな勝ちたいです
よね。 
  
「今の出たでしょ！」 
「いや、出てない！」 

そんな場面もあり、試合が進むにつれて
応援にも力が入り、特に決勝リーグにな
ると会場もかなり盛り上がりました。 
 今年からは、感情的な言動や審判への行
き過ぎた抗議などに対して、イエロー
カードやレッドカードを出すルールも取
り入れました。一方で、細かな判定をど
こまで厳密にするのかという難しさもあ
りました。 
 　 
私自身、学生時代から空手をやってきた
ので、試合になれば勝ちたいという気持
ちはよく分かります。 
ただ、この大会は公式戦ではなく、
DARCや回復施設の仲間たちが集まる親
善大会です。勝ち負けももちろんありま
すが、一緒に汗をかき、一日を過ごすこ
とも、この大会の大切なところなのだと
思います。 
接触プレーで少しヒートアップしても、
最後は握手をする。時にはハグをする。
試合中は本気でボールを奪い合っていた

人たちが、試合が終われば笑って話して
いる。そんな場面も、この大会では毎年
見ることができます。 
  
そしてフットサルを見ていると、DARC
での日々と少し重なるところもあるよう
に思います。仲間にパスを出して、仲間
からパスをもらう。誰かがミスをした
ら、別の誰かがカバーする。 
  
私は栃木DARCに入職して、今年で4年
目になります。 
  
毎日のミーティングやフェローシップ、
12ステップに取り組む仲間たちの姿を近
くで見ながら、一人で何とかするのでは
なく、仲間とつながりながら「今日だ
け」を積み重ねていくことの大切さを、
私自身も教えてもらってきました。 
 　 
フットサルも同じように、パスを出す人
がいて、それを受け取る人がいる。ミス
をした時にカバーしてくれる人がいる。
そして、相手がいるから試合ができま
す。勝ち負けはもちろんあります。せっ
かく試合をするなら、勝ちたいと思うの
も自然なことだと思います。 
  
でも、一日が終わった時に「楽しかっ
た」「また来年」と言って帰ってもらえ
ることも、この大会では同じくらい大切
なのだとも感じました。 
  
大会終了後には職員全体で振り返りを行
い、来年に向けた改善点についても話し
合いました。 
今年の反省も生かしながら、来年もま
た、たくさんの仲間が集まって一緒に汗
をかける大会をつくっていきたいです。 

                                「フットサル大会」 
                                                       栃木DARC 2nd Stage Center  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   新井 智也 
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3rd Stage 
～社会復帰～ 

3rd StageCenterは、社会復帰
間近の回復後期・社会復帰期を
担う施設です。1st StageCenter
で断薬を目的として規則正しい生
活や体力回復をし、2nd 
StageCenterで個々のプログラ
ムを含めて過去の整理や人間関
係の作り方を学んだメンバーが、
実際の社会に近い環境で社会性
の獲得と、健全な家族及び人間
関係を身につけてもらう事を目
的としたプログラムを組んでいま
す。本人の責任において生活する
ために起床、就寝などの時間も特
に設けず、職場に出勤するのと同
じようにプログラムの開始時間
も設定しています。主体性を強化
して社会復帰の準備を行う場所で
す。 

　こんにちは依存症のカズです。就労活動
に入り施設近くのB型作業所の経営するお
弁当屋さんに勤め始めて10か月が経ちま
す。作業所絡みと言っても、本格的な料理
を作りとても美味しいお弁当を提供してお
ります。一般のお客様の他、市内、県内の
高校の大量のお弁当も請け負っており、
大変忙しく働かせていただいております。
ずっと調理人として生きてきた自分でも結
構フル回転で動いています。施設に繋がる
直前まで特別養護施設の厨房で何年間も
の間責任者としての立場でありながら常に
アルコールを体内に入れながら働いてい
た自分が今、クリーンを続け真剣に仕事
と向き合っているのを考えるとくすんで消
えかけていた命をまた取り戻せた様な気
持ちになります。アディクトの時は常に自
分の事だけしか考えられなくなっていたの
に今は施設の仲間はもちろん作業所の仲
間、そして職員の人達は今の自分にとって
大切な存在である事を心から感じていま
す。失った時間は誰も取り戻す事はできな
いけれどアディクションにのめり込み過ぎ
て色んな事が分からなくなっていた自分
から本来の自分を取り戻す事は出来ます。
若い頃、色んな物に憧れて色々とチャレン
ジしてきた自分に戻りたいと思います。自
分には歳を重ねて来ただけに良い経験も
悪い経験もあります。これからはその資産
を自分の為だけではなく携わる人の為に
もうまく使っていきたい。大した事は出来
なくても惜しみなく力を出したい。いつ
の間にか歳を取ってしまったけど脳天気
な性格のお陰でまだまだいけそうな気が
します。 
　子供の頃のアイドルで“天地真理”とい
う歌手がいました。その人の歌で「一人
じゃないって素敵な事ね」という歌詞が
ありました。今の自分 に と って

孤独を自ら求め孤立してしまった事に何
と勿体ない時間を過ごしてしまったとい
う後悔と共に周りの人達のお陰で「一人
じゃないって素敵な事ね」と心から思え
る様になりました。後どれ位施設での生
活そしてお弁当屋さんの仕事も続けられ
るか続くかは分かりませんが周りの人た
ちの素敵な笑顔がいつでも見られるよ
う、そして自分自身も自然と笑顔になれ
るよう、感謝の気持ちを忘れずに生活して
いきたいものです。負け惜しみに聞こえて
しまうかも知れないけど自分が今ここに
あるのも自分で分からない内に望んでい
たからなのかもしれないと思えます。他人
から見れば大分、道を外れているように
見えているだろうけれど自分では納得して
いる部分が多いです。これからの道筋は、
自分で正しいと思う道をクリーンな心と
体で胸を張って進んでいきます。施設の仲
間達はもちろん仕事仲間、そしてこれから
出会うであろう人達とも素敵な関係でい
られますように・・・ 

　P.S. 余談ですが、東京の調理師学校に
通っていた19歳の頃その当時住んでいた
中野坂上のとある美容室で天地真理さん
（マリちゃん）と出会いました。子供の
頃TVで見たあの天使のようなマリちゃん
の面影はどこにもなく、大切なアディク
ションを奪われたアディクトのような気持
ちになった事を今でも覚えています。 

　　「ひとりじゃないって素敵なことネ！」    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　依存症のカズ 
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3sc  
ウイメン 
～女性～ 

3scウイメンは女性専用
の施設です。ファース
ト・セカンド・サード
の全過程を同じ場所で
過ごしながら、それぞ
れの回復を進めていき
ます。女性依存症者の
多くは、それまで生き
てきた背景に様々な問
題を抱えています。生
きるための道具だった
アディクションを手放
していくとき、経験を
共有し合える仲間が小
さな安心感を積み重ね
てくれます。その安心
感が私たちを自己否定
ではなく自己受容とい
う形に変えてくれるの
です。安全を感じなが
ら回復を進めていくこ
とができる場所とプロ
グラムを提供すると共
に、自分を大切にする
生き方を身につけてく
れるように願いながら
サポートを続けていき

「うまくできない」 

                                                                       依存症のヤッチン 

 皆さんこんにちは。依存症のヤッチンです。早
いもので４回目のニュースレターになります。私
は施設に繋がって、約３年と４ヶ月になります。
改めて年を数えると驚きますね。　最近の施設生
活は、色々ありました。仲間と別の施設へ行っ
て、野菜も苗を植える作業をしました。実は私
は、野菜農家の娘なのですが、畑に苗を植えたこ
とはなかったので、とても興味深く、新鮮な体験
でした。そして、私たちの施設の中庭にも小さな
畑を皆で作りました。土を運び整地から始めて数
種類ですが収穫がもうとても楽しみです。途中、
台風があり心配でしたが大丈夫でした。あと私た
ちが食べているお米の「田植え」もありました。
毎年の行事になっていて、今回は自分でもコツを
つかんだ感じがして、とても楽しかったです。そ
の後の食事も、外でみんなで食べました。外での
食事は、空気もプラスされてさらにおいしかった
です。あとは、ここ最近は、メンバーの出入りが
激しかった様に感じました。私が入寮したての頃
もそうでした。でも私は、一度仲間になった人が
本気で考えて決断した事だと思うので、そんな時
私は、心の中で応援してしまいます。こういう時
は寂しい気持ちになりますが、そんな時には前か
ら施設で飼っている犬に癒されています。冗談抜
きで私にとっては、「セラピー犬」です。私が感
情的になって、抑えが効かなくなった時でも、何
かを察するかのように、近くにきてくれます。本
気で私はこの犬のことを私の気持ちが分かるのだ
と思っています。　２匹いるのですが、もう老犬
になってしまっているけれど、本当に癒されてい
ます。さて私は今の施設では長いメンバーになっ
てしまったのですが、ふとした時に自分は「成長
できているのか？」と考えています。でも、そう
思う自分と、早く自立して仕事がしたいと思う自
分の両方が交互に出てきます。皆さんいかがです
か？私は入寮当初から早く仕事が早くしたいと思
う気持ちの方が強いです。段々、年を重ねる度に
考えてしまいます。ですがそんな時には、初心に
返って「身体が資本」だと思い返しています。私
は、入寮してからの検診で、「乳がん」が発見さ
れ手術をしました。今も定期的に経過診察へ通っ
ています。今は、月に一回くらいで、今日も行っ
てきました。経過は順調で、診察して薬をもらっ

て帰ってきます。約半日がかりになってしまいま
すが、その間の待ち時間で色々一人で今後の事を
考えたりしています。今は安心・安全な施設にい
るけど、たまには一人になることに不安になりま
す。「やる気」と「不安」が交互にやってきます。
他の仲間たちはどうなんだろう？いずれは私もこ
こを離れなければならないし、こんなことを考え
るのも、施設へ繋がって、仲間と職員の皆さんの
おかげと、本当に感謝しています。少しずつでも
「継続」していく事が大切なんだと思います。後
は私は思いのほか、感情的になりやすいというの
も新たに発見しました。なんでも一人で考え込ん
だり抱え込んでしまうと「何で」「どうして？」
という言葉に押し潰されそうになる時がありま
す。細かいことで感情的になってしまうのは自分
が「認める」事が上手くできないからだと思う時
が度々あります。そんな時には、自分自身を振り
返って「どうすればそうならないのか？」を考え
る様になりました。自然にそういう考えになって
いくのも、施設に来たおかげだと思います。時間
が過ぎるのも早く感じるのも、足りないと思うの
も、日々の生活が充実しているからだと思いま
す。私はこちらにお世話になる前は、今みたいに
スケジュールに沿った生活をしていたわけではな
かったので、無駄に時間を使っていたのでしょう
ね。何も問題がないと思う日は少ないけれど、そ
れだけ毎日充実しているからだと思えば気持ちも
楽になります。私は施設に入って、正直、すごく
考えさせられる事が多いです。それは多分、社会
にいた時に、知らず知らずに嫌な事、苦手な事を
回避していたことを今考える様になったからだと
思います。後は自分一人だと出来ないイベントや
バーベキュー、ミーティング等がある施設生活が
好きです。ここに居る理由は回復だけどそれ以上
の事を経験できる所だとも思っています。これか
らも仲間と時間を大切にして焦らずに心身の回復
をしていきたいと思います。　最後までお付き合
い頂きありがとうございました。 

  
  

  

3scウイメン
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1st Stage 
～導入～ 

1st StageCenterでは、
回復初期に、生活習慣の
改善と健康的な肉体を取
り戻す事に主眼をおき、
規則正しい生活を目的と
しています。グループ
ワークや学習型のプログ
ラムは少なくして、その
分、作業やスポーツなど
の体験型のものを多く取
り入れて、使わない生活
に楽しみが感じられるこ
とに重きを置いていま
す。依存症者は充実感、
安定感、所属感を取り戻
す必要があり、この三つ
をできるだけ効率よく感
じられるようにプログラ
ムは組まれています。 

 依存症のオキです。今回初めてニュースレ
ターを書きます。私は栃木県大田原市、旧
黒羽町で生まれ育ちました。自分は三人兄
弟の長男で、分けへだてなく育ててもらっ
ていたと思います。子供時代の自分は、あ
まり目立たなくて、人見知りがひどかった
ように思います。 
　タバコを吸い始めたのは、中学一年の六
月ごろからでした。酒を飲んだのは小学四
～五年生の正月に、親せきが集まって、大
人たちが酒を飲んでよっぱらって寝ていた
ときで、自分といとこと三人で飲んでみた
のですが、大人が何でこんな物をうまそう
に飲んでいるのか、不思議に思っていまし
た。中学を卒業して、地元の金属加工会社
に入社して、おもに自分がやっていた仕事
は、注射器が出来たのを箱につめたり、自
動車部品をセットしてドリルを使って穴を
あける事を一年ぐらいやっていましたが、
ここで人間関係で仕事を休んでしまいまし
た。仕事をやめてから一ヵ月くらいは実家
で農業をやっていたので、それの手伝いを
していました。 
　知人が土木会社につとめていたので、自
分もそこで働くようになりましたが、そこ
も長く続かなかった。自分はあきっぽい性
格なのか、色々な仕事をしましたが、あま
り長く続かなかったです。二十九歳の時に
飲酒運転で捕まって、初犯だったので執行
猶予で出てきたのですが、二ケ月後にまた
事件を起こして刑務所に入る事になりま
す。それからの人生は、刑務所に入ったり
出たりのくりかえしでした。 

　今回は覚醒剤を使う事を 
始めて覚えてしまい、最初は自分で打つの
が怖くて、知人に二～三回打ってもらい、
自分で打ってみようと打ちましたが失敗し
て、肘がはれてしまうことがあり、何回か
打っているうちに自分で打てるようになる
と、月一で使っていたのですが、ほぼ毎日
打つようになっていき、今回は薬物使用で
捕まって、府中刑務所をつとめて満期出所
でした。 
　栃木ダルクにつながって思った事。無力
であることが認められなかった事で、一ケ
月過ぎたころにスリップしてしまい、また
イチから始める事になるのですが、今なら
自分が薬物依存症なのだと言う事が分かっ
たかと言えば、うそになってしまいます
が、仲間がいるから今は、使わないでいる
のだと言えるのです。 
　六月三〇日で三ケ月が経ちましたが、過
去の自分と今の自分が何か変わったかと言
えば、少しは変わったと思います。今は仲
間がいるのでクリーンを、一日一日クリー
ンを続けていければと願っています。 

  

　　　「過去の自分、今の自分 」 

                                             依存症のオキ 
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プログラム紹介

スタッフの独り言 
　8月は暑さとの付き合い方が大切な季節です
ね。暑さで体力が落ちると気持ちにも余裕が無
くなり小さな事で不安やイライラする事があり
ます。適切に水分をとって適切に睡眠をとって焦
らずに自分のペースを保って今日1日を大切に過
ごして行きましょう。 

鶴野 

ウィークリー・セッション 
人間関係も含めた自分の問題に向き合うためのプ
ログラムです。社会に出るにあたり、生きづらさ
の要因となっている感情面における問題点をこの
先の一週間で具体的にはどうすれば解決に近づく
かなど課題として提起し、一週間後に自己採点し
ます。他のメンバーの前で問題提起するので実行
に移した際に不正直な事はできないという意味で
も、メンバー同士問題の共有化を図れるというの
も良い点であり、自分
を変えていく為に必要
な行動を習慣付けてい
きます。 

プレジャー 
この言葉の意味が示す通り「楽しむ」という事です。月に
一度メンバーの希望を募り、季節に合わせた山登りやス
キー、スノボード、ゴルフ、カラオケ、ボーリング、映画鑑
賞、温泉、ショッピングや観光地巡りなどを行います。薬
物以外の楽しい事を経験し、社会復帰後の余暇の過ごし方
の参考にするというのが目的です。 



	

 1976年2月25日第三種郵便物認可（毎週4回月曜・火曜・木曜・金曜発行）	
　2026年8月13日発行　ＳＳＫＯ　通巻第12259号　無断転載禁止	

施設報告 
1st(導入）13名　2sc(回復）19名　3sc(社会復帰）
19名　計51名で活動しております。 
ステージ毎のプログラムを実施しております。 

 　 

Stage up 
・該当者なし　 

Role Model 
・タニ　サポート～リーダーへ 
・ハネペン　メンバー～サポートへ 

3sc ウイメン 
・カンナ　Stage２～Stage３へ 

　　　　 

7月にステップアップした仲間3 Stage System 
の概要 

AAや NAなどの自助グルー
プの12ステップを基に、意
味を抽出したものを３段階に
わけ、Stage１～３を最短１
２ヶ月で行います。 
Stage１ 
①認める②信じる③まかせる
ことを通じて、自分のアディ
クションの問題を認め、助け
てくれる存在を信じ、回復プ
ログラムに自分の回復を任せ
るという導入の部分を行いま
す。 
Stage２ 
①過去の整理②本質を探る 
③欠点を取り除く④手放す 
⑤準備する　これまでの問
題の分析をし、自分の問題
の本質を探り、アディクショ
ンに繋がる部分を取り除
き、自らの問題を手放し、
社会の有用な一員となる準
備をしてもらいます。 
Stage３ 
①行動の変化②実行し続ける 
③配慮④継続として、これま
で行ってきたStage１、２の
プログラムを踏まえ、どのよ
うに行動を変化させていく
か、それを実行し続けるには
どうしたら良いか、また他者
とのコミニュケーションはど
のようにするか、これまで
行ってきたことを社会の中で
実践し続けていくには何が重
要かを見出していきます。 

7月の献金・献品

7

（献金）那須トラピスト修道院様　 
　　　　他匿名者3名　 
（献品）他匿名者5名 
　とても助かっております。栃木ダルク一同感謝しています。 

献品のお願い 
・日用品、家電一式、原付バイク、自転車、その他自立して使用でき
るものがあればよろしくお願いします。 
・CFから農機具関係（草刈機、農作業用品、トラクター）等あれば
よろしくお願いします。 



	

 1976年2月25日第三種郵便物認可（毎週4回月曜・火曜・木曜・金曜発行）	
　2026年8月13日発行　ＳＳＫＯ　通巻第12259号　無断転載禁止	

8

Community Farm 
～農業～ 

栃木ダルクに通うメンバーの中に
は通常のプログラムが適さない
方も少なくありません。CF (コ
ミュニティーファーム)では、薬
物依存症以外にも社会復帰を目
指した際に問題（高齢である・
重複障害がある）を抱えたメン
バーがゆっくりと自分なりの回
復を深めて、それぞれの社会復
帰の形を探ってもらうための場
所です。他の男性施設とは違
い、テキストを使ったプログラ
ムも少なく、ステージ毎に居場
所を変える事もありません。 
農作業やボランティアなどを活
動の中心にしています。金銭管理
や処方薬の管理、家族の再構築
など基本的な部分に時間をかけ
て丁寧に社会復帰の準備を行
なっています。 

「那珂川での生活」 
 　　　　　　　　　　　　　　 

依存症のJADE 

　皆様こんにちは、今年も異常に暑い猛暑
ですが、那珂川では、午前・午後共に農作
業をしております。7月の中旬からサマータ
イムシフトになり、朝早起きし、5時45分
から茄子の収穫をしております。私が野木
の施設から那珂川に移動し8月で1年が経ち
クリーンも1年になりました。令和7年の8
月に移動して来た頃は、線維筋痛症や糖尿
病による神経障害そして猛暑という過酷な
状態の中、農作業に取り組みました。とに
かく、身体を動かす事に必死でした。初め
の頃は本当に辛くて作業を休んでしまうこ
ともありました。そんな私でも周りの職員
さんや入寮者の仲間たちがフォローし支え
てくれました。農作業といっても色々あ
り、1年を通して茄子、スイカ、春菊、お米、
玉ねぎ、ねぎ、ジャガイモ、里芋の栽培な
どを主にやっています。各作物は定植時期
も違いますし育て方も違います。畑を耕し
畝を作って定植するものもあれば、畝にマ
ルチを張って定植するものもあります。ビ
ニールハウスを建て中で定植するものもあ
ります。品質良い作物の育成、収穫、出荷
をするには色々と手間が掛かります。水や
肥料をやったり、草むしり、草刈り、消毒
薬散布等をします。色々な作業をするにあ
たり、農業経験のない私は、始めはボーっ
と立っていることが多かったです。でも、
仲間に作業を教えてもらいながら見様見真
似でやっていると、段々出来る様になりま
した。色々な事が分かってくると、辛かっ
た作業が嫌ではなくなり、遣り甲斐が出
て、今日一日を過ごすことが嬉しく、明日
がやって来る事に楽しみを感じる様になり
ました。大自然での生活が私には合ってい
るのでしょう。8月は夏本番。汗はかく、

体力も奪われます。ですが、この一年、那
珂川で生活した私には、それが心地よく感
じられている次第です。7から10月までは、
茄子の栽培、収穫、出荷作業がメインとな
ります。現在、私をいれて入寮者6名、少人
数ではありますが、各自協力しあって作業
しています。那珂川での生活は、アルコー
ル依存で苦しんでいた生活とは真逆で凄く
健康的で程好い疲れも感じられ、生活に張
りをもって生きている様な幸せ感がありま
す。汗をかいた時、昔はビールが飲みたい
と真っ先に頭の中に浮かびましたが、今
は、水か炭酸飲料に。アルコールのことは
殆ど浮かんでこなくなりました。今年の6月
にステージ２から３へと上げて頂きまし
た。卒業、社会復帰に向け、那珂川で学ん
だ事、これから学ぶ事をしっかり身体に叩
き込み、回復への道を構築していきたいで
す。施設長、職員の方々、そして仲間に感
謝の気持ちをもって生きる喜びを味わえて
いけたらと思います。何事にも逃げないで
責任感を持ち、アルコールに頼らず素面で
行動できる人間であり続けたいと思いま
す。那珂川での生活が私を変えてくれまし
た。栃木に来て今年で3年目、56歳になり
ます。家族や親戚とも未だに疎遠状態、何
処に居るのかも分かりません。不安や心配
もまだありますが、那珂川の生活で生きて
いく力を貰いました。なるべく早く卒業し
て家族に会って埋め合わせをしたいと思い
ます。栃木ダルクに入寮して本当に良かっ
たです。これからも一日一日を大切に頑張
りたいと思います。拙い文章ではありまし
たが、読んで頂きありがとうございまし
た。 
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　相模原・津久井やまゆり園の事件から今
年で１０年になる。以下についての反論・
感想はこれを受け付けない。ある理由によ
り説明もしない。　俺は薬物依存症であ
る。保健機関によれば病気だ。だが、まっ
すぐ歩く事も出来れば流血もない。甲状
腺・膵臓の薬以外は服薬していない。時々
眠れない事もあるが概ね快眠である。誰も
が言う。何の病気？って。受刑年数は口ご
もる程だ。「好きで使ってるだけだろ？」
「飲みたくて飲んでいるんだろう？」　　
鬼籍に入った彼らに対しても障害・事件結
果に十分な理解があったのか・・　顔が見
えないから 弱者だから 私はこちら側だか
ら・・・新聞に「社会的処方」の記事があっ
た。約２０年前働いていた障がい者施設は
街はずれにあった。 迷惑をかけるから
か・・・介助員は俺以外皆大卒だった。約
３年の勤務中２０人近くの賢い人と机を並
べた。押し並べて優しい人達であった。あ
る時、ある人達が言った。「やっつけ
る」って。優しく賢い彼らも共犯だ。見て
見ぬふりも同罪だろう？　奴と何が違
う？　俺との違いは学歴と柔道だけだっ
た。CASE会議の書類が難なく作成できる
ようになった頃、子供を指導する事になっ
た。老師範曰く「柔道を好きになってもら
いたい。君達が味わったアレでは、強くな
れても一緒に転んであげられない。同じ目
線でね。」　やまゆり園の１９柱と、我々
アディクトは何が違うのだろう。何故、奴
の考える正義で排除されたのだろう？　何
故、ただの殺人で未だに賛否が分かれるの
だろう？　　変じゃねーか？　　俺達は
「病気」だ。WHOも言ってる。但し、俺

達の「再発」には意味がある。当人が気付
くか気付かないかは、別にして。だが、一
般社会には理解してもらえない。　こんな
偉そうな事を書いていても、明日使用する
事を完全には否定できない。そんな時の悪
くない方法としては「感じるな考えろ　備
え疑い迷え　そしてＮＡに行け」　自分の
やってきた失敗を話す仲間がいる。取り戻
せない過去から抜け出せない仲間もいる。
無理に笑顔を作って皆とお茶を飲む仲間が
いる。心はズタボロなのに見えない。分
かってもらえない。やまゆり園の彼らと何
が違う？賛否はもういいんじゃねーか
な。　薬を使って迷惑を掛けるから・・酒
を飲んで休み、迷惑だから・・俺達もだい
ぶ「迷惑」を掛けてきたんだ。　　
ねぇ・・・これを読んでいる君・・君だ
よ・・差別する側からされる側に回るのは
簡単なんだ　その一回だよ　ここへの近道
は・・・　こんな事を書いているから嘘な
く正しい奴かって？　俺は自分が　自分だ
けが良く見られたい男だ。　数か月前ボラ
ンティアで駐車場整理をした。一般ボラン
ティアのKさんに依存症に対しての理解を得
たくて、依存症の説明とこの病気と対峙す
る為に使うツール（１２ステップ）の説明
をした。　「アルコール依存症」のふりを
して 　　人は2度死ぬ　こんな思い1度で十
分だよね　２度目を止める方法は  
  
  

2nd Stage 
～回復～ 

2nd StageCenterは、 
回復の中心を担っていま
す。 
ある程度のクリーンを
持ったメンバーが、各々
のプログラムを深める時
期にあたるので、過去を
正しく振り返ること・メ
ンバー同士の関わり方な
どをグループワークに参
加しながら試行錯誤して
自身の回復につなげてい
ます。 
回復を確かなものにして
いくための重要な時期を
この施設で過ごしていま
す。 

 　「Remember　us」 
 　アディクトのタカ

9
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　今月次月活動予定
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8月 

1日　家族教室　再乱用防止教育事業県央 

2日　茨城ダルクフォーラム 

4日　宇都宮保護観察所プログラム 

18日　再乱用防止教育事業県南 

19日　岡本台病院プログラム　喜連川少年院プログラム 

20日　再乱用防止教育事業県央 

25日　宇都宮保護観察所プログラム 

27日　再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター 

　　　宇都宮保護観察所プログラム 

9月 

2日　喜連川少年院プログラム 

3日　薬物依存臨床医師・看護師研修会 

5日　家族教室　再乱用防止教育事業県央 

8日　宇都宮保護観察所プログラム 

16日　岡本台病院プログラム


